
・ディスカッション
・プレゼンテーション
・グループワーク
・講義・演習

授業の進め⽅ 【授業の進め⽅】
授業前学習；配布するケースを読み、出題された課題について意⾒をまとめてください。
授業；座学とクラス討議を中⼼に⾏います。必要に応じて演習を実施します。
授業後学習；授業の内容を復習してください、必要に応じて補完教材を配布します。
【受講に際しての注意】
• 最初の授業は、ガイダンスを⾏ないます。
• テキストや参考書は追加・変更されることがあります。変更がある場合は、授業開始後に適
宜、
受講者に連絡を⾏ないます。

・映像・⾳声資料
・板書
・スライド資料（電⼦媒体）使⽤する

教材等

対象学⽣科⽬区分講義コード

特になし

①重要な概念・⽤語の理解。
②事例の論理的な分析。
③具体的な課題解決の提案。

リスクマネジメント
クライシスマネジメント

全体の
教育⽬標

履修条件

担当教員名 平野 琢

開講学期

経営リスク・マネジメント
2

⽕曜

前期

Ⅱ限
授業科⽬名
（講義題⽬）

単位数

曜⽇時限

最終更新⽇： 2024年3⽉14⽇

１年⽣／２年⽣選択

授業の概要 企業の経営活動は様々なリスクに囲まれています。そして経営リスクは回避や削減することは可
能ですが、無くすことはできず、常に適切にコントロールしなければなりません。故に、経営リ
スクを正確に評価し、適切な対応を講じること（即ち適切なリスクマネジメントの実践）は企業
の持続的な発展に不可⽋と⾔えます。しかし、リスクマネジメントの実務的な要請にともなって
リスクマネジメントの⼿法は⾼度複雑化すると共に、企業経営を取り巻くリスクも多様化してい
ます。本講義では、リスクマネジメントを専⾨に研究するリスク学（Risk Studies）の最新の理
論やケーススタディーに基づいてリスクマネジメントとクライシスマネジメントの基本的な概念
や⼿法を学びます。そして、グローバル化の進展、科学技術の⾼度複雑化など近年の社会的変化
に伴って表出化した経営リスクについても学習します。

・QBSインフォメーションボード（website）
・九州⼤学Moodle授業の最新情報

案内⽅法

授業形態

24176005

リスクという概念から企業活動の
課題を発⾒して論理的に解を導く
⼒を⾝につける。

開講予定⽇
①4/9 ②4/16 ③4/23 ④5/7 ⑤5/14 ⑥5/21 ⑦5/28 ⑧6/4 ⑨6/11
⑩6/18 ⑪6/25 ⑫7/2 ⑬7/9 ⑭7/16 ⑮7/23

個別の
学習⽬業

キーワード



試験・成績
評価の⽅法等

教科書及び
参考図書

期末レポート 50％ ； 中間レポート 30％ ； 講義内課題 20%
※単位習得のためには期末レポート・中間レポートの提出を必須とする

●（教科書）⻲井克之（2014）『現代リスクマネジメントの基礎理論と事例』、法律⽂化社。
●（参考書）上⽥和勇（2014）『事例で学ぶリスクマネジメント⼊⾨(第2版)』、同⽂館出版。
●（参考書）マイケル D.ワトキンス、 マックス H.ベイザーマン（著）、奥村哲史（訳）
（2011）『予測できた危機をなぜ防げなかったのか?―組織・リーダーが克服すべき3つの障
壁』、東洋経済新報社。
●（参考書）Renn.O(2008)Risk Governance: Coping with Uncertainty in a Complex World,
Routledge.




